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理　事　諏訪 きぬ





主催：NPO法人宋慶齢基金会日中共同プロジェクト委員会
問合せ：TEL＆FAX　042-646-4210

　毎年8月15日の正午、甲子園球場は1分間の静
寂に包まれる。高校野球に熱中している私も、
三百数十万の日本人死者、とりわけ靖国神社に祀
られることのない無告の民を衷心から悼みながら、
他方ではかならず考えざるをえないのは、黙祷を
捧げている全国の日本人のうち、どれだけの人々
が 7月7日（盧溝橋事件）や 9月18日（満州事変の
発動）や 12月17日（南京入城・大虐殺）などの日
に思いをはせるだろうかということである。被害
者としての死者への哀悼は加害の結果であり、そ
の加害者としての自覚の欠如が今日の日中間の
感情の摩擦の根底にあるのだと思わせられる。
　それは歴史記述において如実に表れている。
「日中戦争の全面化」などという言い方は客観的
で中立的だが、これを中国側のいう「抗日戦争」
と対比させれば一目瞭然、曖昧で無責任で無情
でさえある表現だということが分かる。抗日戦
争に対比できるのは「対華侵略戦争」でありその「全
面化」でしかありえないのだが、侵略戦争とか
加害者だという自覚のない今日の日本では通用
しそうにない用語法だろう。そのようなわが国の
感情と認識の土壌の上に、「大東亜戦争―ＡＢ
ＣＤ包囲網を打ち破る自衛とアジアの解放のた
めの聖戦」論や「アメリカに負けたのであり中国
に負けたわけではない」といった謬論が公然と
主張され持て囃される。その誤りは、当時の国
際情勢（反ファッショ国際統一戦線の結成）と中
国国内の動向をちょっと知りさえすれば、そして
日本の政策決定の過程をお浚いしさえすれば明
らかなのだが、そのへんの都合の悪いところは
みなすっ飛ばされて、都合のよいところだけが
つまみ食いされて歴史が再構成されようとして

いるのである。それは今日の国際常識（日本の
invade）をも真っ向から否定するものであろう。
　日本人の歴史好きというのは、日常生活から
逃避して英雄豪傑・才子佳人に憧れ、ときたま
哀れな弱者に涙する判官びいきの域に止まるも
のなのだろうか。歴史は過去のものだが、今生
きている者の生き様を映し出す鏡でもある。白
雪姫のなかのおばあさんのように「鏡よ鏡、世
界で一番美しいのは、誰だ？」と言って自己満
足したり本物を映し出すと怒ってぶっ壊したり
するようなことでは困る。国際社会は他者と自
者との共生によって成り立っているのだからこ
そ、今後ますます他者の痛み悲しみへの理解、
同情、共感がなければならず、自者だけに沈潜
しているわけにはいかないであろう。北朝鮮拉
致被害者への涙の一割でも、強制連行、南京大
虐殺、「従軍慰安婦」などでの被害者に注がれ
れば、日中・日韓間の歴史認識問題での摩擦は
解消されるのにと思う今日ごろである。






